
１ 単元名   中学校 第２学年「三角形と四角形」 

 

２ 目指す生徒の姿 

○図形の証明について、観察、操作、実験と数学的な推論の意義と方法を理解し、推論の過程を的確

に表現する力を付ける。 

○問題解決学習により、意欲を高め、成功体験を遂げることで自信をもつ。 

 

３ 指導によせて 

○教材観 

小学校の図形の学習では、実験や実測をしながら図形の性質を発見してきた。また、１年の「平

面図形」の単元では、基本的な図形、図形の移動、図形の作図を学習してきた。２年では、これま

での実験や操作を手段とする直観的な考察の仕方を踏まえながら、次第に命題を用いる論理的な考

察の方法へと進む。実験・実測などの研究方法では「いつでもこういう性質である」と言い切れな

いことから、演繹的な推論の方法を位置付け、その有効性や数学的思考法としての論証の役割とそ

の意義を感得し、証明の意義やその目的についても理解させたい。 

 

○生徒観 

多くの生徒は、証明となると、その意義が理解できず、「難しそう」、「面倒くさい」等の理由から、

極端に学習意欲が低下する傾向にある。教師主導で一問一答形式であれば方針や根拠等を答えられ

る生徒も、いざ、自分で証明を記述するとなると、その形式が平常の文とは異質なものであるから

か、記述そのものにかなり抵抗を感じるようである。具体的には、仮定に結論を用いてしまったり、

角や辺の相等関係を記号で正しく表せなかったりなど、混乱し、そのまま苦手意識をもち続けてし

まうようである。 

 

○指導観 

教師が一方的に教え込むのではなく、問題に対して生徒が主体的に取り組むことを大事にしなが

ら学習指導を展開していきたい。そのために、問題を提示することから授業を始め、その問題の解

決過程の中で、既習の知識や技能を積極的に活用させることで、それらをより定着させるとともに、

しっかりと数学的な見方や考え方などを身に付けられるよう指導したい。具体的には、証明する際、

与えられた条件を整理したり、着目すべき性質や関係を見いだしたりするなどして、生徒に証明の

方針をしっかりと立てさせる。また、方針に示された事柄を、既習の数学の記号で表したり、これ

らが成り立つ根拠を明らかにしたりしながら、相手に分かりやすく、筋道を立てて説明し伝え合う

活動を充実させたい。そして、それらを通して、生徒達が相互に質問し、付け足し、他の視点を提

示するなどして、生徒達の間で考えが発展的に練り上げられていくように指導したい。 

 

４ 単元目標 

図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに、図形の性質を三角形の合同条件

などをもとにして確かめ、論理的に考察し表現する能力を養う。 

ア 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。 

イ 三角形の合同条件などをもとにして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に確かめたり、

図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。 



 

５ 評価規準 

数学への 
関心・意欲・態度 

数学的な見方や考え方 数学的な技能 
数量や図形など 

についての知識・理解 

様々な事象を、平行線の性

質、三角形の角についての性

質、三角形の合同条件などで

とらえたり、平面図形の基本

的な性質や関係を見いだし

たりするなど、数学的に考え

表現することに関心をもち、

意欲的に数学を問題の解決

に活用したりしようとして

いる。 

平行線の性質、三角形の角に

ついての性質、三角形の合同

条件などについての基礎

的・基本的な知識及び技能を

活用しながら、事象を数学的

な推論の方法を用いて論理

的に考察し表現したり、その

過程を振り返って考えを深

めたりするなど、数学的な見

方や考え方を身に付けてい

る。 

平行線の性質、三角形の角

についての性質、三角形の

合同条件などを、数学の用

語や記号を用いて簡潔に表

現するなど、技能を身に付

けている。 

平行線の性質、三角形の

角についての性質、三角

形の合同条件、図形の証

明の必要性と意味及びそ

の方法などを理解し、知

識を身に付けている。 

 

６ 指導と評価の計画（全 15時間） 

時

間 
ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） ※項目内容は欄外参照 

数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 
数学的な技能 

数量や図形など 

についての知識・理解 

１ 

 

 

 

 

定義の意味とその役

割を知り、これまでに

学んだ図形を定義を

もとにして表現する

ことができる。 

◎いろいろな三角形

の定義に関心をも

ち、定義をもとに

して図形をかこう

としている。(ア) 

  ○二等辺三角形や正

三角形の定義、頂

角、底辺、底角の定

義を理解している。 

(イ、カ) 

２ 

 

 

 

 

 

二等辺三角形の定義

をもとにして、二等辺

三角形の性質を調べ

る。 

 ◎二等辺三角形の性

質を、その定義をも

とにして演繹的に

考察して証明する

ことができる。 

(イ、ウ) 

○二等辺三角形

の性質の証明

を記号を使っ

て表すことが

できる。 

(イ、エ) 

 

３ 

 

 

 

 

 

三角形が二等辺三角

形であるための条件

を調べ、それを証明す

る。また、命題の逆の

意味を知り、その真偽

を調べる。 

 ◎命題の逆を調べて、

逆が成り立つかど

うかを考えること

ができる。 

 （ア、ウ） 

 ○命題の逆の意味を

理解し、命題の逆が

成り立つとは限ら

ないことを理解し

ている。 （ウ、エ） 

４ 

本

時 

 

 

 

証明に用いる事柄に

ついて立てた方針を

参照にしながら証明

に用いるものを整理

し、その事柄の根拠を

明らかにして証明を

書く。 

 ○図形の性質を考察

したり、図形の性質

を読み、新たな性質

を見いだしたりす

ることができる。 

(イ、ウ) 

◎方針を立て、

それにもとづ

いた証明を書

くことができ

る。 (イ、エ) 

 

５ 直角三角形の合同条

件を見いだし、それを

証明する。 

○直角三角形の合同

条件に関心をも

ち、それらについ

て調べようとして

いる。 

(ア、ウ) 

 ◎直角三角形の

合同条件を使

って、合同な

直角三角形を

見いだすこと

ができる。 

(イ、エ) 

 



時

間 
ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） ※項目内容は欄外参照 

数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 
数学的な技能 

数量や図形など 

についての知識・理解 

６ 直角三角形の合同条

件を使って、図形の性

質を証明する。 

○図形の性質を証明

することに関心を

もち、直角三角形

の合同条件を進ん

で使おうとしてい

る。 

(ア、ウ) 

◎直角三角形の合同

条件を利用して、図

形の性質を考察し

たり、図形の性質を

読み、新たな性質を

見いだしたりする

ことができる。 

(イ、エ) 

  

７ 平行四辺形の定義を

知り、それをもとに平

行四辺形の性質を証

明する。 

  ◎平行四辺形の

性質の証明を

記号を使って

表すことがで

きる。(ア、エ) 

○平行四辺形の定義

と平行四辺形の性

質を理解している。 

(ア、オ) 

８ 平行四辺形の性質を

証明する。また、平行

四辺形が点対称な図

形であることを理解

する。 

 

○平行四辺形の性質

に一層関心をも

ち、それを証明し

ようとしている。 

(ア、オ) 

◎平行四辺形の性質

を、演繹的に考察し

て証明することが

できる。 

(イ、エ) 

  

９ 四角形が平行四辺形

であるための条件を、

平行四辺形の性質の

定理の逆に着目して

調べ、これらを証明す

る。 

 ◎平行四辺形の性質

の定理の逆を調べ

て、平行四辺形であ

るための条件を演

繹的に考察して証

明することができ

る。    (ア、エ) 

 ○平行四辺形の性質

の定理の逆が、平行

四辺形であるため

の条件になること

を理解している。 

(オ、カ) 

10 平行四辺形の性質の

定理の逆以外にも平

行四辺形であるため

の条件を見いだし、そ

れを証明するととも

に、平行四辺形である

ための条件を使える

ようにする。 

 ◎平行四辺形である

ための条件をさら

に調べて、演繹的に

考察して証明する

ことができる。 

(イ、エ) 

○平行四辺形で

あるための条

件を使って、

平行四辺形か

どうかを判断

することがで

きる。 

(ウ、エ) 

 

11 平行四辺形であるた

めの条件を使って、図

形の性質を証明する。 

○図形の性質を証明

することに関心を

もち、平行四辺形

であるための条件

を使おうとしてい

る。 

(ア、ウ) 

◎平行四辺形である

ための条件を使っ

て、図形の性質を考

察することができ

る。 

(イ、ウ) 

  

12 ひし形、長方形、正方

形の定義を知り、それ

らの図形が平行四辺

形の特別なものであ

ることを理解する。 

  ○平行四辺形の

性質と条件を

使って、いろ

いろな四角形

の性質の証明

を記号を使っ

て表すことが

できる。 

(ア、ウ) 

○ひし形、長方形、正

方形の定義を理解

し、ひし形、長方形、

正方形は平行四辺

形の特別なもので

あることを理解し

ている。 

(オ、カ) 



時

間 
ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） ※項目内容は欄外参照 

数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 
数学的な技能 

数量や図形など 

についての知識・理解 

13 いろいろな四角形の

性質を対角線に着目

して調べ、四角形の相

互関係を理解する。 

 ◎対角線に着目して、

いろいろな四角形

の性質を考察する

ことができる。 

(イ、ウ) 

 ○平行四辺形とひし

形、長方形、正方形

との関係を理解し

ている。 (イ、カ) 

14 平行線間の距離を着

目させて、等しい面積

をもつ三角形や四角

形について調べる。ま

た、平行線を利用し

て、面積を変えないで

図形を変形すること

ができる。 

○図形の面積に関心

をもち、面積を変

えないで図形を変

形する方法を考え

ようとしている。 

(ア、ウ) 

 ◎平行線間の距

離 に 着 目 し

て、２つの図

形の面積の比

を求めたり、

面積を変えな

いで図形を異

なる形にかい

たりすること

ができる。 

(イ、エ) 

 

15 

 

三角形や四角形の性

質を利用して、身近な

ことがらを調べるこ

とができる。 

○三角形や四角形の

性質を利用して、

身近なことがらを

調べることに関心

をもち、問題の解

決に生かそうとし

ている。(ア、ウ) 

◎身近なことがらを、

三角形や四角形の

性質を利用して考

えることができる。 

(イ、ウ) 

  

 （評価方法） 

  ア：学習活動の様子の観察 

  イ：問題解決の状況の観察 

  ウ：話し合ったり発表したりする様子の観察 

  エ：ノート、ワークシートによる個人解決や練習問題の解決状況の分析 

  オ：ノート、ワークシートによる振り返りの記述の分析 

  カ：ペーパーテストの記述の分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 指導の例 

（１）本時の目標 

○合同な三角形を見いだして問題解決に利用することができる。 

○方針を立て、それにもとづいた証明を書くことができる。 

○証明を振り返り、新たな図形の性質を見いだすことができる。 

 

（２）指導過程                           ※ 内は評価の観点を示す。 

過程 学習内容（学習活動） 教師の指導・支援 評価規準（評価方法） 

導入 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

課題の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題文にもとづいて図をかかせ、

仮定と結論を図で確認させる。 

 

 

展開 

 

 

 

１ 太郎さんの考えた【証明の方針Ａ】

について考える。 

【証明の方針Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最初は、方針Ａの①のみを提示す

る。 

・三角形の片方をずらし、対応が分

かりやすいようにする。 

 

 

・仮定を図にかき込ませる。 

 

 

 

・等しい関係が成り立つ理由が的確

に答えられるか確認する。 

・方針にもとづいて教師が証明を板

書していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技 方針を立て発表すること

ができる。 

 

 

① ＢＥ＝ＣＤを証明するためには、△ＡＢＥ≡△ＡＣＤを示せばよい。 

 

ＡＢ＝ＡＣ、線分ＡＢ上に点Ｄ、線分ＡＣ上

に点ＥをＡＤ＝ＡＥとなるようにとります。 

点Ｂと点Ｅ、点Ｃと点Ｄを結ぶと、線分ＢＥ

と線分ＣＤの長さは等しくなるだろうか。 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

 

② 仮定より、ＡＢ＝ＡＣ、ＡＤ＝ＡＥがいえる。 

③ 仮定と∠ＢＡＥ＝∠ＣＡＤを使うと△ＡＢＥ≡△ＡＣＤが示せそうだ。 

 

Ｆ 



２ 太郎さんの考えた証明を完成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の追求 

 

 

 

 

 

 

 

 【証明の方針Ｂ】 

 

 

 

 

 

 

３ 方針を立て交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・証明では、その根拠を明示するこ

とを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・違う方針を立てても証明ができる

ことに気付かせる。 

・生徒自身に方針を立てさせ、交流

する場をもつ。 

・三角形の片方をずらし、対応が分

かりやすいようにする。 

・証明に使える事実を図にかき込ま

せる。 

・証明の板書では、生徒の表記を取

り上げながら、この表記の仕方で

聞き手に伝わるか、伝わったのか

ということを意識させる。 

・根拠となる図形の性質について、

用語を正しく使って話させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ＢＥ＝ＣＤを証明するためには、△ＢＥＣ≡△ＣＤＢを示せばよい。 

② △ＡＢＣがＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形であることから∠ＥＣＢ＝∠ＤＢＣがいえる。 

③ ∠ＥＣＢ＝∠ＤＢＣ、ＢＣ＝ＣＢ、ＥＣ＝ＤＢを使うと△ＢＥＣ≡△ＣＤＢが示せそう。 

△ＡＢＥと△ＡＣＤにおいて 

仮定より      ＡＢ＝ＡＣ … ① 

     ＡＥ＝ＡＤ … ② 

共通な角だから   ∠ＢＡＥ＝∠ＣＡＤ… ③ 

①～③より、2 組の辺とそのはさむ角がそれぞれ等しいので 

△ＡＢＥ≡△ＡＣＤ 

対応する辺は等しいから ＢＥ＝ＣＤ 

 

花子さんは点Ｂと点Ｃを結び、            

太郎さんとは違う三角形で証明 

を考えました。 

【証明の方針Ｂ】を完成させて、 

証明を書きましょう。 

 

 

Ｃ

Ｂ 

Ｂ 

Ｄ Ｅ

Ｂ Ｆ

Ｃ

Ｂ 

Ａ 



４ 証明を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 証明を振り返って新たな性質を考

える。 

 

 

 

・∠ＢＤＣ＝∠ＣＥＢ 

・∠ＢＣＤ＝∠ＣＢＥ 

・△ＦＢＣは二等辺三角形 

・△ＢＤＦ≡△ＣＥＦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なぜそう判断できたのか、根拠を

明確にして説明させる。 

技 方針にもとづいた証明を

書くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 図形の性質を考察したり、

図形の性質を読み、新た

な性質を見いだしたりす

ることができる。 

終末 学習のまとめ 

本時の学習で分かったことを出し合

う。 

  

 

花子さんは証明を完成させたあとで、他にも等しい辺や角があったり、その他この図には色々な特徴が

あることに気が付きました。花子さんは、何に気付いたのでしょうか？ 

△ＥＣＢと△ＤＢＣにおいて 

仮定より              ＡＢ＝ＡＣ … ① 

二等辺三角形の底角は等しいから、 ∠ＥＣＢ＝∠ＤＢＣ… ② 

①とＡＥ＝ＡＤから、       ＥＣ＝ＤＢ… ③ 

共通な辺だから、         ＢＣ＝ＣＢ … ④ 

②、③、④より2 組の辺とそのはさむ角がそれぞれ等しいので 

△ＥＣＢ≡△ＤＢＣ 

対応する辺は等しいから  ＢＥ＝ＣＤ 

 

 


